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２ まちづくりの基本要件 
 
（１） まちづくりを考える範囲 
 

 まちづくりを考える範囲として、香川・下寺尾特定土地区画整理事業地区を含む香川地区全

域を設定する。 

香川・下寺尾特定 

土地区画整理事業 

・約 31.5ha 

・計画戸数 1000 戸

・H18 事業完了予定 

ＪＲ相模線 

香川駅 

東海岸寒川線 幅員 12ｍ 
・H18 香川・下寺尾特定土地

区画整理事業地区～鶴が台

団地間完成予定 

計画対象地区 県道伊勢原藤沢線（大山街道） 

小出川 

駒寄川 

松風台 

新湘南バイパス

寒川町 

中海岸寒川線 幅員 15ｍ
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（２）計画条件の設定 
 
 

 「まちづくりへの提言」では、住民参加によるワークショップやアンケート及びまちづくり検討会

で出されたまちづくりの課題をもとに、４つの目標を立てるとともに、２０年後を見据えた香川地区

のまちの骨格が示されている。また、短・中・長期の時間軸を見据えたまちづくりの方針、駅前広場

や生活幹線道路などの具体的な整備イメージも提案されている。 
 本計画では、これらの提言をできる限り活かしたものとする。 

良好な眺望ポイントと眺望軸 

藤沢大磯線 

さがみ縦貫道路 

中海岸寒川線 

東
海
岸
寒
川
線 

香川ｸﾞﾘｰﾝｺﾞﾙﾌ 

第１青少年広場 
富士山への眺望 
聖天橋の拡幅改良

富士山への眺望 

伊勢原藤沢線（大山街道） 

東西生活幹線

道路の整備 

玄珊寺 

諏訪神社 
勘重郎堀の活用 

香川第１・第２公園 
香川小学校 

富士山への眺望 

歴史の散歩路

香川・下寺尾地区 
土地区画整理事業 

茅ヶ崎北陵高校 

図書館香川分館 
香川公民館 

寺尾橋周辺の道路

線形整理と拡幅整

備 

小出川河川敷の

公園化・散歩道化

閑居山 

JR相模線

駐輪場用地等を活

用した駅前再整備

自治会館 

自治会館用地及び

周辺農地を取り込

んだ拠点整備 

第３青少年広場 

第２青少年広場 
香川駅 

南北生活幹線

道路の整備 

浄心寺 

水道道の活用 

検討対象地区 
（香川地区） 

公共施設を中心とした香川

地区の拠点 

地域の骨格となる広域

幹線道路（整備済） 
主な公共施設 

地域の骨格となる広域

幹線道路（未整備） まとまりのある緑 

地区の骨格となる生活

幹線道路 交通ネックとなっている橋

地域の資源を結ぶ散歩

道 

まちづくり未来図（骨格図） 

緑・自然 コミュニティ 

みち 参加 

まちづくりの課題 

①緑豊かな自然あふれる生活環

境の整備をめざします。 

まちづくりの目標 

②安全で快適な人と車のための

道路環境の整備をめざしま

す。 

③人がふれあいコミュニティを

育む都市環境の整備をめざし

ます。 

④住民と行政が知恵を集結し行

動する、参加のまちづくりの

実践をめざします。 

[長 期] 

じっくり時間をかけて取り組むこと 

まちづくりの方針 

[中 期] 

できるだけ早くやりたいこと 

３ 散歩道 ２ 東西生活幹線道路 １ ＪＲ香川駅前広場とアクセス整備の方向性の検討 

[短 期] 

今すぐにでもやれそうなこと 

「まちづくりへの提言」の概要 
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○東海岸寒川線（香川・下寺尾特定土地区画整理事業地区～鶴が台団地）の開通 

○香川・下寺尾特定土地区画整理事業（31.5ha／1,000 戸）の完了 

○ＪＲ相模線 香川駅の行き違い駅化 

計画の前提 

11,508 11,540 11,540 11,540

830
2,240

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

H12 H15 H18 H24

300 戸が分譲 

800 戸が分譲

4,160 世帯 
4,460 世帯

4,960 世帯

H12、H15 の香川地区内人口は「茅ヶ崎市

の人口と世帯」（各年 10 月 1 日）による

現行の香川地区内の人口は平成１５年から

横ばい（11,694 人）、また１世帯あたりの人員

を平成１５年の 2.81 人／世帯のままとし、香

川・下寺尾特定土地区画整理事業区域内での

宅地（全 1,000 戸）が平成１８年までに 300

戸、平成２４年までに 800 戸分譲されるとす

ると、平成２４年における計画対象地区の人

口は、約 13,940 人となる。 

平成２４年の地区内人口＝約 13,940 人 

「平成１１年度 相模線複線化調査」にお

ける平成２７年時（相模線全線複線化）の香

川駅の需要予測は左図のようになっており、

約 15,570 人／日が利用する。これは、平成

１３年度（約 7,880 人／日）の約２倍となっ

ている。 

平成２７年の香川駅乗降客数＝約 15,570 人

計画条件の設定 

■

■

■

■
茅ヶ崎駅

■

 

北茅ヶ崎駅

寒川駅 

宮山駅 

荻園 
234 

田端 
233 

大曲 
1 丁目 
604 

芹沢行谷
711 

堤 
846 

甘沼 
1,513 

香川 
6,540 

西久保 
738 

下町屋 
1 丁目 
1,364

下寺尾 
1,884 

1 5

鶴が台
901 

香川駅 

約 1.5km

11,508 11,694 11,69411,694

843
2,248

（人） 
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（３）上位計画における香川地区の位置づけ 
 

［ちがさき・さわやかプラン］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『活力と賑わいを創出する北部地区の都市拠点』 

○北部丘陵公園（県立茅ヶ崎里山公園）や香川・下寺尾特定土地区画整理事業が整備されるに
つれ、人の集中や移動手段の多様化が予想されることから、北部地域のまちづくりの核とし
て香川駅周辺の都市基盤整備が必要。 
→香川駅周辺整備基本計画を策定し、北部地区の拠点として、地域の活性化につながる
まちづくりを進める。 

（県立茅ヶ崎里山公園） 
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［ちがさき都市マスタープラン］ 

 
 
 
 

『自然環境と田園環境に包まれた心豊かな郊外のまち』 

○香川駅と辻堂駅周辺の地区拠点機能の強化 
香川駅と辻堂駅周辺は、近隣住宅地の人々の生活利便性を増進する近隣商業ゾーンとして、
地区拠点機能の強化をめざし、店舗、病院、スポーツクラブなどが立地する賑わいのある
街なみ形成を図る。 

○田園環境と共生する低中層住宅の街なみ形成 
国道１号以北の中高層住居専用地域は、低中層住宅ゾーンの形成をめざし、生産緑地地区
などの緑の環境と低層戸建住宅を中心に、中層住宅が立地する閑静な郊外住宅地の形成を
図る。 

○藤沢大磯線の整備促進 
本地域の中央部を東西に走る路線として計画されている藤沢大磯線は、本市の骨格的な道
路ネットワークにおける広域交通軸として整備を促進し、通過交通の流動の円滑化を図る。
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［茅ヶ崎市総合交通プラン］ 

 
 
 
 
 

［共通課題］ 
○相模線の利便性向上、踏切による交通遮断への対策 
○遠藤茅ヶ崎線及び国道１号を走行する路線の定時性確保と利便性向上、東海道本線をまたい
だ南北間の連絡 

○南北を結ぶ主要生活道路の渋滞対策、生活道路への通過交通の流入対策、海岸での駐車場容
量の確保 

○茅ヶ崎駅および辻堂駅に集中する自転車需要への対応 
○市全域での歩きやすい道づくり、高齢者の移動に対する支援 
 
［香川地区における課題］ 
○相模線の利便性向上とバス路線の設置、自転車対策、駅前広場整備、駅までの道路（歩道）
整備などを併せた香川駅の交通結節機能強化 

○香川・下寺尾特定土地区画整理事業による新たな交通需要への対応 
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（４）関連計画の概要 
 

［ツインシティ整備計画］（平成１４年４月 神奈川県東海道新幹線新駅設置促進期成同盟会・神奈川県） 
 

○ツインシティは、新幹線新駅誘致地区
の寒川町倉見地区と相模川対岸の平塚
側地区とを橋梁で結び、川の東西が一
体となった環境と共生する都市を形成
する。 

○ツインシティの形成とあわせ、周辺都
市からの交通体系の整備を図ることに
より、相模川をはさむ東西両地域の一
体化や周辺都市との密接な交流連携を
促進し、県央・湘南都市圏全体の発展
をめざす。 

ツインシティ形成のイメージ図


